
大学プロフィール

◎所在地

愛知県春日井市松本町1200

◎特色

1938 年創立。名古屋市内から

15Kmの丘陵地に広大なキャンパス

を持つ。前身は中部工業大学で、

1984年に経営情報学部と国際関係

学部を新設するとともに中部大学に

名称を変更した。短期大学も併設さ

れている。

◎学生数

約6千名。およそ6割が工学部の学

生

◎ネットワーク環境

S I N E T の名古屋大学ノードに

128Kbpsで接続、キャンパス内は

FDDI網をバックボーンとして多数の

サブネットが接続されている。

338 INTERNET magazine 1996/5

中部大学語学センター
今月からシリーズでレポートするこのコーナーでは、インターネットについての研究、あるい

はインターネットを利用したユニークな研究を行っている日本全国の大学を訪問し、担当者

にお話をうかがいます。第1回目の今回は、学生の語学教育にインターネットを積極的に導

入している中部大学・語学センターの尾関修治助教授を訪ねてみました。

キャンパス内のネットワーク環境がどうな

っているか教えてください

新しい語学メディア教室に41台、語学

メディアラボに20台のMacintoshを導入

したばかりです。学内全体のネットワー

クについては把握しきれませんが、一般

の学生がいつでも使えるネットワーク端末

というと学術情報処理センターの200台

くらいでしょうか。それ以外にもゼミ室や

卒研室などで利用できるところもかなり

あるようです。

ネットワーク教育のために1年生を対象

とした「情報処理入門」という選択科目

があって、その受講率は8割以上になる

と聞いています。それでもまだ十分利用

されていないようなので、もっと活用して

ほしいと思っています。講習会を開いて

パスワードを配っても終わった後でそれが

机の上に忘れられていたりするんですよ

（笑）。これだけの設備のあるところは、

他にはあまりないと自負していますし、私

が学生だったらずっとここにこもって帰ら

ないでしょうね。

とても恵まれた設備ですが、中部大学の

語学教育の特徴は何ですか？

中部大学の語学教育はメニューが豊富

で、TOEIC対策や留学準備などの実用

英語にも重点が置かれているところです。

この語学センターは学部と独立した予算

で運営しています。私は国立大学にいた

経験もあるのですが、そのときに比べると

必要なものには十分な予算をつけてくれ

るという点で今は非常に恵まれていると

感じています。それで場所と機材にも思

い切った投資ができますし、カリキュラム

にしばられず自由に教材を揃えられるの

で、学生の評判は上々です。ここでは

CD-ROMも使えますし、電子メールも使

えます。また、語学センターがネットワー

ク技術専門のスタッフを置いているのも

1

中部大学の国際関係学部の尾関修治助
教授と語学センターの大場毅氏（語学
メディア教室にて）

（中部大学のホームページ）http://www.chubu.ac.jp/
（外国語教室）http://langue.hyper.chubu.ac.jp/gaikokugo/
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珍しいのではないでしょうか。

また、大学というと「お山の大将」的

ななわばり意識のようなものがあったりし

ますが、ここの英語教員の間では横のつな

がりが強くて、活発なメーリングリストも

学科内にあります。

語学教育でインターネットに着目された理

由は？

ハイパーカードで教材を作り始めたのが、

語学教育にコンピュータを利用し始めたき

っかけです。やがて研究者間でメーリング

リストを作るようになりました。2年前く

らいに「モザイクというものがあるらしい」

という話から始まったのですが、実際にイ

ンターネットを使い始めた瞬間に、これは

教育に使えると気づきました。英語教育で

困難だった「“ごっこ”ではない生身のコ

ミュニケーションの相手がいる授業」が実

現できるわけですから、一種の革命といっ

てもいいでしょう。学習者が主体的に語学

を学んでいけるという点とインタラクティ

ブ性は、ハイパーカードとインターネット

に共通していますし。よりよいコミュニケ

ーションツールがあれば、そこに行き着く

しかないですから、もう後戻りはでません。

語学センターでは、最初にネットニュー

スを英語教育になんとか利用できないかと

いうことでインターネットの利用が始まり

ました。その後ワークステーションが入り、

94年の春にはWWWの実験をしていまし

た。学生に英語で電子メールを書かせるよ

うになったのもその頃です。

学内のニュースグループを利用して英文

メールの添削を行っていますが、参加して

いるすべての学生が参考にでき、実際に担

当ではない教師からもコメントをもらった

りします。非常勤の講師も自宅から電話

回線で添削をしたりしています。これを発

展させると、学外から英語の堪能な人材

をオンライン教師に組織するようなことも

できてしまいます。

語学教育にインターネットを今後どのよう

に活用されていくのですか

今、「インターネットを利用した語学教

育－教育環境の開発、実践と検証－」と

いう研究テーマで文部省に研究の助成を申

請しているところです。昨年度はその準備

作業に予算が下りて同じ問題に取り組む

研究者を組織化することができました。研

究グループの構成メンバーには英語教育だ

けでなく、異文化コミュニケーション、日

本語教育、そして情報処理の専門家もい

て、授業計画づくりとソフトウェア開発を

分担しています。

計画ではまず、全国からボランティアの

学生を集めて仮想教室を作り、そこで教

材づくり、カリキュラムに沿った授業、成

績の評価、自習用ソフトウェアの開発な

どを行います。授業はメールとWWWで行

うので、日本のどこでも講義が受けられる

ことになりますね。そうすると、授業料は

どこに納めるのか、どこの大学が単位を出

すのかといった問題も考えておかなければ

ならないでしょう。従来のコンピュータを

利用した教育というと、古い枠組みの中で

コンピュータを単なる「教育機器」として

取り入れるというものでしかなかったんで

す。当然、今度の研究では大学制度その

ものの再検討にまでつながるでしょう。

WWWは教材にもなりますし、学生の発

表の場ともなります。補助教材はリンクで

飛んだ先にあったりするわけです。データ

ベースの構築も簡単になるので、学習者が

自己表現するときに便利な表現などを集め

て役立てることも可能です。

インターネットを利用した教育にとって何

が今、問題だとお考えですか

何といっても設備とお金の問題ですね。

語学教育も大学から小学校まで地続きの

ものです。その意味で100校プロジェクト

というのはとても意義のある実験だと思い

ます。でもなぜ100校なのかが疑問です。

喜び勇んで応募したにもかかわらず候補か

らはずれたところはかなりあります。私の

知っている例では、自宅にワークステーシ

ョンを購入して生徒にダイアルアップさせ

ている先生もいます。現場にいくら熱心な

先生がいても、受験に役に立たないものは

後回しにされますし、教室に電話回線を

引くことは許されていないんです。また、

そうした生徒を教える教員を養成するはず

の教員養成系大学ではコンピュータやイン

ターネットが自由に使えるほど恵まれてい

るところは少ないのが現状です。教員の再

教育が必要になるでしょうね。

中部大学のように設備の整った大学も

それに知らん顔してはいけませんし、「助

ける」というと僭越ですが、共同で研究を

していこうということで、実際にもその努

力をしています。
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